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東
京

国
と
漁
協

意
見
交
換

一日回
裁

霞
ケ
浦
導
水
事
業
で
那
珂
川
と
潤
沼
周
辺
の
生
態
系
が
破
壊
さ
れ
漁
業
権
が
侵
害
さ
れ
る
と

し
て
、
流
域
の
県
内
４
漁
協
と
栃
木
県
の
漁
連
が
国
に
那
珂
川
取
水
口

（水
戸
市
）
の
建
設
差

し
止
め
を
求
め
た
訴
訟
の
口
頭
弁
論
が
２７
日
、
東
京
高
裁
で
あ
り
、
国
に
よ
る
水
質
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
検
査
や
両
者
の
意
見
交
換
の
場
設
置
な
ど
和
解
条
項
を
最
終
確
認
し
、
和
解
が
成
立
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
９
年
間
の
長
期
に
わ
た
る
訴
訟
に
終
上
符
が
打
た
れ
た
。
事
業
は
２
０
２

３
年
度
完
成
を
予
定
し
て
進
め
ら
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（２３
面
に
関
連
記
事
）

和
解
条
項
は

、
那
珂
機
場

（同

市

）

の
本
格
運

用
ま

で
を
前
提

と
し
、
霞
ケ
浦

か

ら
那
珂
川

ヘ

の
試
験
送
水

で
国

が
水
質

な

ど

を

モ

ニ
タ

リ

ン
グ

し
漁
業
被
害

を
与

え
な

い
方
法
を
検
討

▽
本

格

運
用

の
方
法

に

つ
い
て
国

と

漁
協
が
意
見
交
換

の
場
を

設
け

る

▼
ふ
化
し
た
ば
か
り

の
ア

ユ

の
吸

い
込
み
防
止
策

と
し

て
毎

年

１０
月
～
翌
年

１
月

の
夜

間

の
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取
水
を
停

止
‐

な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
た
。

控
訴
審

で
漁
協
側

は
、
国
が

示
す
１０
、
１１
月

の
夜
間
取
水
停

止

で
は
不
十

分
と
主

張
し
、
霞

ケ
浦
か

ら
那
珂
川

へ
の
送
水

に

っ
い
て
は
、
涸
沼

の
ヤ

マ
ト

シ

ジ

ミ

に

カ

ビ

臭

が

移

る

恐

れ

が
あ
る
な

ど
と
訴
え

た
。
国
は

カ

ビ

臭

物

質

は

海

水

な

ど

で

希

釈

さ

れ

る

と

主

張

し

て

き

た

．^こ
の
日
、
満
席
と
な

っ
た
傍

聴
席

（
４２
席
）

で
漁
協

、
国
側

双
方

の
関
係
者
が
見
守
る
中

、

都
築
政
則
裁
判
長

が
条
項
を
読

み
上
げ

、
和
解
成
立
を
告
げ
た
。

都
築
裁
判
長
は
続
け

て

「
和
解

圏

蛉

材
節
癖
獲

る
訴
訟
は
和
解
に
よ

っ
て
終
結

し
た
。　
一
部
、
国
が
譲
歩
す
る

形
で
漁
業
被
害
防
止
対
策
が
和

解
条
項
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
「国

を
相
手
に
ど
こ
ま
で
闘
え
る
の

で
行

っ
て
負

け
た
ら
何
も
残

ら

な

い
」
。
漁
師

ら
の
声
が
本
音

だ

と
す
れ
ば
、
漁
協
側
は
大
き

な
成

果
を
得
た
。

控
訴
審
で
漁
協
側
は
、
国
が

ア
ユ
の
吸
い
込
み
防
止
策
と
し

て
示
し
た
毎
年
１０
、
１１
月
の
夜

間
取
水
停
止
を
不
十
分
と
主
張

は
終
着
点

で
は
な
く
出
発
点

。

意
見
交
換
で
納
得

い
く
結
論
を

導

き
、
双
方

に
有
益
な
も

の
に

な
る

こ
と
を
希
望
す
る

」
と
述

べ
た
っ

和
解
後

の
記
者
会
見
で
、
漁

協
側

の
弁
護

団
長
、
谷
萩
陽

一

弁
護
士
は

「
取
水
停
止
期
間
を

国

の
計
画
よ
り
２
カ
月
長

く
し

た

こ
と
、

モ

ニ
タ
リ

ン
グ
検
査

を
国

の
費
用

で
実
施
す
る

こ
と

は
漁
協

の
主
張
立
証
を
反
映
し

た
も

の
で
、
訴
訟

の
重
要
な
成

果

一
と
声
明
。
那
珂
川
漁
協

（城

里

町

）

の
添

田

規

矩

組

合

長

は

「
こ
れ

か

ら

が

本

当

の

協

議

の
場

。
自
然
を
守
る
た
め
努

力

し

て
い
く
」
と
力
強
く
語

っ

た

．^国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
は
泊
宏
局
長

の

コ
メ

ン
ト
を

発
表

し
、
　

一
条
項
も
踏
ま
え
、

漁
協
関
係
者

の
方
々

へ
丁
寧

に

対
応

す
る
と
と
も

に
、
水
質
浄

化
や
広
域

に
及
ぶ
水
利
用
な
ど

を
図
る
た
め

に
重
要
な
霞
ケ
浦

導
水
事

業

の
推
進

に
努
め
る

一

な
ど
と
し
た

。

控
訴
審

で
今
年
■
月
、
高
裁

が
和
解
勧
告

し
た
こ
と
か

ら
和

解
協
議

が

ス
タ

ー
ト
っ
高
裁
が

３
月
３０

日
、
和
解
案
を
示
し
、

漁
協
、
国
側

双
方
が
受

け
入
れ

回
答
期

限

の
４
月
２５
日
ま

で
に

高
裁

へ
了
承
を
伝
え
た
。
意
見

交
換

の
場

は

７
月
に
開
か
れ
る

見
込

み
。

円
滑
な
事
業
推
進
期
待

大
井

川
和
彦
知
事

の
話
　
今

回

の
和
解
成

立

は
、
国

。
漁
協

の
間

で
相
互

に
理
解
が
深
め

ら

れ

た

こ

と

に

よ

る

も

の

で

あ

り
、
大
変
意
義

が
あ
る
も

の
と

考
え

て
い
る

。
県

と
し
て
は
今

後

、
関
係
者

の
理
解

の
下
、
事

業

が
円
滑

に
進
め

ら
れ
る

こ
と

を
期
待

し

て
い
る

。

し
、
和
解
で
１０
月
か
ら
翌
年
■
　
場
を
確
保
で
き
た
。
強
行
に
よ
　
１
９
〇
〇
億
円
の
う
ち
既
に
約

月
ま
で
の
４
カ
月
間
に
拡
大
さ
　
り
地
元
と
の
あ
つ
れ
き
を
生
ん
　
８
割
が
投
入
さ
れ
、
資
材
や
人

れ
た
。
国
に
よ
る
水
質
な
ど
の
　
だ
大
型
公
共
事
業
が
各
地
で
あ
　
件
費
の
高
騰
と
い
う
情
勢
を
踏

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
も
決
ま
　
っ
た
中
、
良
い
例
に
な
る
よ
う
　
ま
え
れ
ば
、
事
業
費
が
膨
ら
む

り
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
国
　
期
待
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

解
謙
鰈
統
錯
“
蹴
め
¨
坊
法
を
　
経
躍
搬
神
蝶
清
縛
師
に
抑

つ年
ひ
　
約
罐
勁
蹴
紳
″
わ
に
酎
引
静
繰

趾̈
皓
国
が
譲
歩
、
漁
業
被
害
防
止

へ

『蟄
轟

孵炎
熙
国
が
譲
歩
、漁
業
被
害
防
止
へ
『馴
っ

て

財

産

今
回
、
高
裁
主
導
で
両
者
の
　
国
の
事
業
推
進
の
ハ
ー
ド
ル
は
　
だ
。
霞
ケ
浦
浄
化
や
渇
水
対
策

一意
見
交
換
の
場
」
設
置
が
盛
　
下
が
っ
た
が
、
課
題
は
あ
る
。
　

な
ど
の
効
果
が
見
込
め
た
と
し

り
込
ま
れ
た
の
は
画
期
的
だ
ろ
　
　
現
在
の
工
事
進
捗

（し
ん
ち
　
て
も
、
自
然
、
漁
師
ら
地
元
民

う
。
国
は
漁
協
の
意
見
を
聞
き
　
ょ
く
）
は
４
割
程
度
っ
ト
ン
ネ
　
の
生
活
を
脅
か
し
て
は
有
意
義

な
が
ら
本
格
運
用
の
準
備
を
進
　
ル
建
設
に
必
要
な
地
上
権
設
定
　
と
は
言
え
な
い
。
国
は
真
摯
（し

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
漁
協
　
の
未
完
了
区
間
が
あ
り
、
目
標
　
ん
し
）
な
姿
勢
で
事
業
に
取
り

は
よ
り
効
果
的
な
被
害
防
止
の
　
の
２
０
２
３
年
度
に
完
成
す
る
　
組
ん
で
ほ
し
い
。

ル
ー
ル

・
仕
組
み
を
国
と
作
る
　
か
は
不
透
明
だ
。
総
事
業
費
約

　
　
（報
道
部

・
今
井
俊
太
郎
）

和解条項量子,|  =
0那珂機場での本格運用までの
間、意見交換の場を設置。国は漁
協の意見を聞き、本格運用の方
法を決める。年 1回、原則 7月 に
開催。別に申し入れがあれば 1
カ月以内に開催。意見聴取のた
めの専門委員会も設置で きる。

② アユの仔魚 (しぎ ょ)保護などを
念頭 に、本格運用までの間、毎
年 10月 ～翌年 1月 の毎 日午後 6
時～翌 日午前 8時の 14時間は那
刑 ||か らの取水を行わない。

③国は一定期間、霞ケ浦か ら那珂
川への少量の試験送水を行 い、
モニタ リングを実施。水質など
への影響を調査する。国は結果
を踏 まえ、漁業、特 にヤマ トシ

ジミヘの被害を与えない方法を
検討する。



霞
ケ
浦
導
水
事
業
を
巡
る
訴
訟
は
２７
日
、
東

京
高
裁
で
和
解
が
成
立
し
た
っ
生
態
系
や
漁
業

へ
悪
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
那

珂
川
流
域
漁
協
が
工
事
差
し
上
め
を
求
め
た
仮

処
分
申
請

か
ら
丸
１０
年
。

「
長
か

っ
た
」

こ
が
出
発
点
」
。
国
が
漁
協
側
の
意
見
を
尊
重

す
る
枠
組
み
が
整
い
、
原
告
ら
は
安
堵
の
表
情

を
見
せ
た
。
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４２

の
傍
聴
席

が
満
席

と
な

っ

た
東
京
高
裁

８
１
２
号
法

廷
。

「
こ
の
和
解
が
双
方

に
と

っ
て

有
益
な
も

の
と
な
る

よ
う
希
望

す
る

一
。
都
築
政
則
裁
判
長

の

言
葉

に
、
県
内

３
漁
協

の
組
合

長

が
最
前
列

で
耳
を
傾

け
た
。

長

く
続

い
た
法
廷

闘
争

が
終
わ

り

、
開
廷
後
は
互

い
に
握
手
を

交

わ
し
た
。

「
清
流
を
守

り

た

い
」
―
。

那
珂
川

と
と
も

に
生
き
る
流
域

漁
協

の
組
合
員

ら
が

い
ち
ず

に

求
め
て
き

た

の
は
、
補
償

で
は

な
く
、
豊

か
な
自

然
環
境
を
後

世

に
残

し
た

い
と

い
う
純
粋

な

願

い
だ

っ
た
。

閉
廷
後
に
会
見
し
た
那
珂
川

漁
協

（城
里
町
）
の
添
田
規
矩

組
合
長
（７５
）
は
、
今
後
は
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
毎
年
意
見
交
換
の
場
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

「裁
判

所
が
言
う
よ
う
に
ま
だ
出
発

点
。
国

と
協
議

し
な
が
ら
、
那

珂
川

の
自
然
と
ア

ュ
の
漁
獲
高

日
本

一
を
保

っ
て
い
き
た

い
」

と
先
を
見
据
え
た
。

霞
ケ
浦

の
水

で
シ
ジ
ミ

に
カ

ビ
臭
が
付
く
こ

と
を
懸
念

し
て

き
た
大
涸
沼
漁
協

（茨
城

町
）

の
坂
本
勉
組
合
長

（
６５
）
は

「
シ

ジ
ミ
漁
は
若

い
世
代
が
育

っ
て

き
て

い
る

」
と
強
調

。

「
後
継

者

の
た
め

に
も
、
国
は
調
査
結

果
と
そ

の
情
報

開
示

に

つ
い
て

的
確

に
対
応
し

て
ほ
し

い
」
と

注
文

し
た
。

那
珂
川
第

一
漁
協

（水
戸
市

）

の

小

林

益

三
組

合

長

（
８０
）
は

「
長
か

っ
た
。
反
対

し
よ
う
が

（国

に
は
）
放

っ
て
お
か
れ

、

苦
し

い
時
代
も
あ

っ
た
」
と
、

言
葉
を
詰
ま
ら
せ
た
。
和
解
を

一
う
れ
し
く
は
な

い
。
た
だ

、

こ
れ
以
上
裁
判
は
続
け

ら
れ
な

い
」
と
、
苦
渋

の
選
択
だ

っ
た

こ
と
を

に
じ
ま

せ
た
。

和
解
成
立
後
に
会
見
す
る
那
珂
川
漁
協
の

添
田
規
矩
組
合
長

（左
か
ら
２
人
目
）
ら

＝
東
京

・
霞
ケ
関
の
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
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対立10年、安堵の表情

霞 ケ浦     北浦  |、
(西 浦 )      .

ダ 謡g,「
料 根 ′||

曇嘱L品曇|‐餞着島本■れ
霞
ケ
浦
導
水
事
業

に
伴
う
那

珂
川
取
水

口
建
設
差
し
止
め
訴

訟
が
２７
日
、
和
解
し
た
。

「
那

珂
川

の
自
然
を
子
孫

に
残

し
た

い
」
。
和
解
条
項

に
は
、
か

つ

て
漁
協
側

の
先
頭

に
立
ち
続
け

た

人

の

思

い

が

託

さ

れ

て

い

る
。
昨
年
、
８４
歳
で
亡
く
な

っ

た
那
珂
川
漁
協
組
合
長

（当
時

）

の
君
島
恭

一
さ
ん

（城
里
町
）。

那
珂
川
流
域
の
漁
協
に
共
闘
を

呼
び
掛
け
、
長
年
、
漁
業
者
ら

の
不
安
を
代
弁
し
続
け
た
。

昨
年
９
月
、
水
戸
市
内
の
病

院
。
君
島
さ
ん
は
鼻
に
酸
素
チ

ュ
ー
プ
を
通
し
た
状
態
で
、
見

舞
い
の
弁
護
士
や
漁
協
幹
部
ら

に
告
げ
た
。

「後
は
託
し
た
」っ

体
調
不
良
で
緊
急
入
院
。
ベ

ッ

ド

に
横

た
わ
り

、
か
細

い
声

で

約

■
時
間
話

し
た
。
息
を

引
き

取

っ
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
４
日

後
だ

っ
た
。

君
島
さ
ん

が
同
組
合
長

に
就

い
た

の
は
２
０
０
６
年
６
月
。

し
ば

ら
く
し

て
取
水

□
工
事
着

手

の
話

が
持

ち
上
が

っ
た
。
取

水

口
は

、
生
ま
れ
た
ば
か
り

の

ア

ユ
を

吸

い

込

む

恐

れ

が

あ

る
。
国

は

一
実
物
大
実
験

」
の

名

目
で
取
水

口
の
建
設

工
事
を

通
告
し
た
。
君
島
さ
ん
は
強
く

反

発
。
　

一
実
際

に
何
か
ま
ず

い

こ
と

に
な

っ
て
も
、
取
水

口
を

ふ
さ
ぐ

こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
」

事
業

反
対

の
署
名
を
集
め
、

那
珂
川
流
域

の
漁
協

で
協
議
会

を
結
成

、
共
闘
を
呼
び
掛

け
た
。

そ

し
て
０９
年

３
月
、
提
訴

に
踏

み
切

っ
た
。
栃
本
県
那
珂
川
漁

協
連
合
会
の
佐
藤
文
男
会
長

（７３
）は
君
島
さ
ん
の
言
葉
が
今

も
頭
に
残
る
。

「
と
に
か
く
事

業
を
止
め
よ
う
。
協
力
し
て
く

れ

一約
３０
年

に
わ
た
り
仕
事
を
共

に
し
て
き
た
那
珂
川
漁
協

の
山

本
栄

子
さ
ん

は

「
実
直

で
苦
労

を
惜

し
ま
な

い
人
だ

っ
た
」

と

評

す
る

。　
一
審

の
水
戸
地
裁
で

訴

え
が
棄
却
さ
れ

た
時
も
君
島

さ
ん
は

「
次

だ
」

と
、
す
ぐ
に

前
を
向

い
た
。
君
島
さ
ん

の
妻

、

い
ゑ
子
さ
ん

（
８５

）
は

「
那
珂
川

の
こ
と

に

一
生
懸
命

な
人
だ

っ

た

」
。
漁
業

資
源

の
確
保

に
熱

心

で
、
サ
ケ

の
稚

魚
を
育

て
、

地
元
の

子
ど
も

た
ち

と

一
緒

に

放
流

し
て

い
た
。

提
訴
か

ら
９
年

ぅ
君
島
さ
ん

の
死
を

経
て
、
訴
訟

は
終
結
し

た
。

口
頭
弁
論

後

の
記
者
会
見

で
、
弁
護
団
長

の
谷
萩
陽

一
弁

護
士
は
語

っ
た
。

「
那
珂
川

に

影
響
が
な

い
仕
組

み
を

つ
く
る

こ
と
が
で
き
れ
ば

、
君
島
さ
ん

の
思

い
に
報

い
る

こ
と
が
で
き

る

一
っ
那
珂
川
第

一
漁
協

（水

戸

市

）

の

小

林

益

三
組

合

長

（
８０

）
は

「
国
と

の
話

し
合

い
を

続

け
な

が

ら
、
立
派

な
那
珂
川

に
し
て

い
く

一
と
話

し
、
君
島

さ
ん

の
遠

志
を
受

け
継

ぐ
こ
と

を
誓

っ
た
。

（
小
野
寺

晋
平

、
戸
島
大
樹
）

自
然
を
子
孫
に
思
い
託
す

霞 ケ 浦 導 水 訴 訟 一 審 判 決 後 の 報 告 集

会 に 出 席 した 君 島 恭 ― さ ん =2015年
7月 、 水 戸 市 三 の 丸 、 村 B3知宏 撮 影

嘲
瑯神儡
蟷
Ⅷは
れ

一一̈｛一い̈一一囀軸詢脚響納一 に
建
設
事
業
着
手
っ
総
事
業
費
は
約
１
９
０

０
億
円
で
、本
県
負
担
額
は
約
８
５
１
億
円
。

計
画
変
更
を
繰
り
返
し
、
当
初
の
完
成
予
定

は
９３
年
度
だ
っ
た
が
、現
在
２
０
２
３
年
度
っ

予
算
の
約
８
割
を
消
化
し
た
も
の
の
、
工
事

の
進
捗

（し
ん
ち
ょ
く
）
は
約
４
割
に
と
ど

ま
る
。

遠くから
わぎわざ尋ねてくる
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